
授  業  科  目  名 必修・ 
選択別 単位数 対象 

学年 学 期 曜・限 主に使用

する言語 
その他に使

用する言語 担当形態 

法医学 必修 

環境・予

防，公衆

衛生と合

わせて7 

3 3 月～金 日本語  複数 
(共同) 

【担当教員】  森晋二郞（法医学） 

【科目名の英文】  Forensic Medicine 

【授業の概要・到達目標】 
 法医学は，社会の治安維持，福祉増進，法律の公正な適用に必要な医学的事項について研究する学問である．法医学は応

用医学であることから，これまでに履修した基礎医学・社会医学・臨床医学の基本的知識が必要となるため，必要に応じて

復習することが求められる．①法学の正確な理解（特に死亡診断書（死体検案書）の正しい書き方）．②人の死に方（内因

死・外因死）の区別とその応用．③個人識別の三つの柱を主体とし，卒後の実践に応用できるような法医学を重点とした，

理解力・問題解決能力を習得する． 
   

具 体 的 な 到 達 目 標 医学科ディプロマポリシーとの対応 
1 2 3 4 5 6 

１．医師法，医療法等の医療関連法規を概説でき，医療関連法規に定められた医師

の義務を列挙できる． 
   ◯   

２．死亡診断書（死体検案書）が正しく書ける．    ◯   
３．異状死・異状死体の取り扱いと死体検案を説明できる．    ◯   
４．病理解剖，法医解剖（司法解剖，行政解剖，死因・身元調査法解剖，承諾解剖）

を説明できる． 
   ◯   

５．診断書，出生証明書，死産証書，死胎検案書，死亡診断書，死体検案書を説明

できる． 
◯      

６．死の概念と定義や生物学的な個体の死を説明でき，植物状態と脳死，心臓死及

び脳死判定を説明できる． 
◯      

７．内因死と外因死について取り扱いの説明，外因死の病態生理，内因死の病態生

理及びその検査方法について説明ができる． 
◯      

８．個人識別の方法と原理を説明できる．   ◯    

各DPへの関連度（計10） 3  1 6   
 



【授業の内容】 
回数 授業項目 授業内容 担当講座・教員 方法 

1 法医学 概論（医師と法律・異状死体） 法医学・森 講義 
2 法医学 死因論 法医学・森 講義 
3 法医学 死亡診断書の書き方 法医学・森 講義 

4・5 法医学 死体現象１・２ 法医学・森 講義 
7 法医学 頭部損傷 非常勤・村田 講義 
8 法医学 中毒総論 非常勤・村田 講義 
9 法医学 中毒各論 非常勤・村田 講義 
11 法医学 損傷 法医学・貝森 講義 
12 法医学 交通事故・日常の事故 法医学・貝森 講義 
13 法医学 異常環境下における死 法医学・貝」森 講義 

15・16 法医学 窒息１・２ 法医学・貝森 講義 
17 法医学 内因死 法医学・貝森 講義 

19〜21 法医学 医療事故と民事責任 非常勤・下田 講義 
22〜24 法医学 血液型・DNA多型 非常勤・佐野 講義 

25 法医学 法医学的検査 法医学・森 講義 
26 法医学 周産期・小児の法医学 法医学・森 講義 
27 法医学 法医学トピックス 法医学・森 講義 

6・10 
14・18 
28・29 

法医学 死亡診断書実習と解説 法医学・森 
非常勤・村田 
法医学・貝森 

講義 

 
【アクティブラーニングの内容】 
死亡診断書（死体検案書）作成実習 

【その他の工夫】 
より実践的な症例を扱った実習 

【時間外学修の内容と時間の目安】 
準備学修 これまでに履修した基礎医学・臨床医学の基本的知識が必要となるため，必要に応じてこれらを復習する（ 38

ｈ）。 
事後学修 卒後の研修医として死亡診断書（死体検案書）が正確に記載できるよう，復習する（ 38ｈ）。 
想定時間合計 76 

 

【教科書】 
法医学（福島弘文編，2022年 第４版，南山堂，ISBN9784525190743） 

死亡診断書（死体検案書）記入マニュアル〈令和６度年版〉／厚生労働省医政局・政策統括官（統計・情報政策，政策評価

担当） 
【参考書】 
カラーアトラス法医学（若杉編，1990年，金原出版，ISBN9784307030304） 
【成績評価方法及び評価の割合】 
試験，死亡診断書実習の成績で総合的（原則、試験５０％、死亡診断書実習５０％）に評価する 

【注意事項】  
症例は教科書のみならず事例スライドを多用し，試験においてもこれを使用する事がある． 

講義の録音，スライドの撮影は厳禁． 
【備 考】 

リンク 
 

URL  

教員の実務経験の有無 有  



教員の実務経験 
森晋二郎（医師），村田久美（医師），貝森峻（医師），下田大介（法学部教授），佐野利恵（医

師） 
教員以外で指導に関わ

る実務経験者の有無 
無  

教員以外の指導に関わ

る実務経験者 

 

実務経験をいかした 

教育内容 

講義には解剖施設における実務経験に関する内容が含まれる 

授業形態 対面授業 
 


